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イベント概要 

 

[企業名]  松田産業株式会社 

 

[企業 ID]  7456 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 3 月期 決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 通期  

 

[日程]   2024 年 5 月 23 日 

 

[ページ数]  29 

  

[時間]   14:00 – 14:48 

（合計：48 分、登壇：31 分、質疑応答：17 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  松田 芳明（以下、松田） 

執行役員 CSR･IR 部長 田中 善則（以下、田中） 
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登壇 

 

松田：皆様、本日は当社の決算説明会にご参加いただきまして、誠にありがとうございます。松田

産業株式会社、代表取締役社長、松田芳明でございます。 

 

それでは、これより 2024 年 3 月期決算についてご報告させていただきます。本日は、ご覧の流れ

でご説明いたします。 

初めに、連結決算の概要と中期経営計画の進捗状況について、私からご説明いたします。その後、

セグメント別の業績と次期見通しについて、IR 担当の田中よりご説明いたします。 
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それでは、連結決算の概要についてご説明いたします。 

現在ご覧いただいておりますスライドは、決算説明のポイントでございます。 

2024 年 3 月期は貴金属関連事業における減益が大きく影響し、増収減益となりましたが、売上高

は貴金属関連事業、食品関連事業ともに、過去最高の水準となりました。 

経営指標につきましては、ROE が 8.3%となり、総資産経常利益率は 7.6%となりました。 

また、かねてより投資を進めておりました、貴金属リサイクル機能を有する北九州工場が稼働を開

始しております。第 1 期では、貴金属原料のロジスティックス機能や 1 次処理からスタートしてお

ります。今後、市場動向や顧客ニーズを捉えながら、段階的に設備投資を検討してまいります。 
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それでは、連結業績の概要をご説明いたします。 

2024 年 3 月期の売上高は前期比 2.7%増加の 3,605 億円となり、営業利益は前期比 32.3%減少の

93 億円となりました。 

営業利益の減少は、貴金属関連事業の主力顧客である電子デバイス分野において在庫調整などに伴

い生産が低下しましたので、同分野からの貴金属リサイクルの取扱量の減少などが影響したもので

す。 

これらの結果、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比 24.9%減少の 72 億円となりました。 
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売上高、営業利益および当期純利益の 3 カ年の推移はご覧のとおりでございます。 

 

続きまして、連結貸借対照表についてご説明いたします。 
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まず、資産につきましては、売上債権および棚卸資産の増加などにより流動資産が 129 億円増加

し、固定資産につきましても北九州拠点や入間地区などの工場設備の新設などにより 67 億円増加

いたしましたので、総資産は前期末に比べ 197 億円増加し、1,489 億円となりました。 

負債につきましては、長期借入金の返済により固定負債が 36 億円減少した一方で、短期借入金の

増加により流動負債が 166 億円増加いたしましたので、合計では前期末に比べ 130 億円増加し、

575 億円となりました。 

純資産につきましては、利益剰余金の増加などに伴い前期末に比べ 67 億円増加し、913 億円とな

っております。 

 

次に、連結キャッシュ・フロー計算書につきましては、業績および貸借対照表の状況から、現在ご

覧いただいているとおりの結果になりましたが、中長期を見据えた成長投資を積極的に行っており

ますこともあり、フリー・キャッシュ・フローは 2 期連続のマイナスになっております。 

なお、2024 年 3 月期の営業キャッシュ・フローでは、期末日が休日に当たり、約 22 億円の影響

も受けております。 

連結決算の概要は以上のとおりでございます。 
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続きまして、中期経営計画の進捗状況の概略をご説明いたします。 

まず、経営目標に対する進捗状況になりますが、右手にございますのが 2025 年度における各指標

の目標値となります。4 カ年計画の 1 期目であった前々期において、営業利益率を除き、目標を一

旦達成しましたが、2 期目の 2023 年度では先ほどのご説明のとおり減益となったことから、売上

高は引き続き目標を達成したものの、営業利益、営業利益率および資本効率面は目標を下回る結果

となりました。 

要因は、貴金属関連事業における外部環境の悪化が影響したものとなりますが、2024 年度以降は

外部環境の回復も想定されますので、機会の増大を的確に捉えて改善してまいりたいと思っており

ます。 

中期計画の経営目標の達成に向けては、貴金属セグメントの量的拡大とともに利益率や資本効率の

改善を課題と認識しまして、成長戦略を着実に推進してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

 

成長戦略では、収益基盤の強化と新規収益源の創出と経営基盤の強化に加えて、ESG 経営の推進

を基本方針に掲げておりますが、持続可能な環境および社会への貢献と事業成長を両立させ、企業

価値の向上に繋げてまいります。 

 

この基本方針の下で計画しております、成長戦略のロードマップをご説明いたします。 
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まず、貴金属関連事業では、事業拡大に向けた生産拠点の整備・拡充を進めておりますが、北九州

工場の展開や入間地区リニューアルなどを計画しております。 

食品関連事業では、グローバル展開と調達ネットワークの拡充に向けまして、インド拠点の稼働を

進めてきましたが、2024 年度では、既に設置をしておりますインドネシアでの拠点展開も進めて

まいります。 

また、経営基盤強化では、人的資本経営やサステナビリティ経営に向けた取組みを投資も含めて積

極的に進めつつ、23 年度より着手しました資本効率の向上に向けた取組みも継続してまいりま

す。 

 

次に、設備投資の状況についてご説明いたします。 

2024 年 3 月期の設備投資は、将来の事業拡大を見据えた生産インフラの整備・拡充のため、埼玉

県入間地区やタイ現地法人における工場の拡充、北九州拠点展開、製錬環境処理設備などに約 87

億円の投資を行っております。 

2025 年 3 月期の設備投資は、2024 年 3 月期に引き続き、入間地区における工場機能の拡充や製錬

環境処理設備などに総額として約 58 億円の投資を予定しております。 

なお、減価償却費につきましては、2024 年 3 月期では 24 億円となりました。2025 年 3 月期は 3

億円ほど増加の約 27 億円を見込んでおります。中期経営計画では 4 カ年累計で総額 300 億円の投
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資を計画しておりますので、2025 年 3 月期以降の 2 カ年では合わせて 100 億円の投資計画になり

ます。 

 

こちらは、昨年 11 月にもご説明いたしました資本政策の基本方針と、中期経営計画の期間におけ

る資金配分の想定になります。 

4 カ年で獲得する営業キャッシュ・フローを約 400 億円と想定しておりますが、これらを原資とし

て定常投資も含む事業投資に 300 億円ほど振り向け、財務健全性の確保を考慮した上で、60 億円

から 65 億円を株主様に還元する想定でおります。 

配当金につきましては、株主資本配当率 DOE を 1.5%以上を目安として還元していくことを方針に

しております。 

なお、当初想定しておりました約 400 億円の営業キャッシュ・フローにつきましては、2024 年 3

月期の減益を踏まえますとやや想定にギャップもありますが、持続的な営業キャッシュ・フローの

創出を目指して、利益拡大と資本効率の向上に取り組んでまいります。 
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資本政策に続き、株主還元、配当金につきまして、ご説明いたします。 

ご覧いただいております株主還元の方針の下で、2024 年 3 月期の配当金につきましては、中間配

当 30 円、期末配当 30 円の年間合計 60 円を予定しております。 

また、2025 年 3 月期の配当金は前期比で 10 円の増配を予想し、中間配当 35 円、期末配当 35 円

の年間合計 70 円を予想しております。次期の予想も含めますと、7 期連続の増配になります。 
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私からは、最後に、当社グループが取り組んでおります企業価値の向上に向けたマテリアリティの

取組みをお伝えいたします。 

環境面の課題につきましては、23 年度では、GHG 排出量の第三者保証を取得し、再生エネルギー

の購入など、GHG 削減の施策を推進しております。また、ICP 制度の導入や国際イニシアチブへ

の対応なども進めました。 

社会面の課題では、女性活躍推進プログラムの実行や、人権・労働などの行動規範として国際的標

準である RBA の規範を遵守していく体制の整備を進めております。さらに、人権デューデリジェ

ンスなどのサプライヤーエンゲージメントも、実施に向け準備を進めてまいりました。 

事業拡大を通じた社会への貢献とともに、引き続き、これらの重要課題にも積極的に取り組んでま

いります。 

皆様からのより一層のご支援をお願い申し上げ、私からのご説明は以上とさせていただきまして、

引き続き、IR 担当よりセグメント別の業績と次期見通しにつきましてご説明いたします。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

13 
 

 

田中：IR を担当しております田中でございます。私からは 2024 年 3 月期のセグメント別業績なら

びに 2025 年 3 月期の業績見通しにつきまして、それぞれご説明いたします。 

セグメント別業績につきまして、まず貴金属関連事業をご説明いたします。 

売上高につきましては前期比 2.6%増加の 2,529 億円となりましたが、営業利益は前期比 41.5%減

少いたしまして 70 億円という結果になりました。 

当事業の営業利益の減少は、貴金属リサイクル、製商品販売、産業廃棄物処理受託の全てにおいて

主力顧客になりますエレクトロニクス業界の、電子デバイス分野での生産状況の停滞といった外部

環境が大きく影響いたしました。 

売上高につきましては、宝飾分野からの貴金属リサイクル取扱量の大幅な増加や、触媒関連の堅

調、加えまして金価格の高騰といった要因などで増収となりましたが、取扱量が増加しました宝飾

分野からの貴金属リサイクルは、貴金属の純度が高い原材料になりますので相対的に付加価値が低

く、電子デバイス分野での量的減少影響をカバーするまでには至らずに、利益の絶対額が減少し、

また加えまして、製造固定費や販管費といったコストの上昇もございましたので、営業利益が大幅

に減少する結果になりました。 

数量面では、宝飾分野での増加があった金製品を除きまして減少し、価格面では金・銀は上昇、白

金族は下落というのが通期のトレンドでございました。 
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コスト面になりますが、製造固定費、販管費とも賃上げなども含めて人件費が増加しましたことに

加えまして、価格上昇に伴う電力費などエネルギー関連の増加等で、前期比でおおよそ 12 億円ほ

ど増加しております。 

なお、減価償却費は前期比で約 1 億円の増加になっております。 

 

貴金属関連事業の売上高を、品目別で補足させていただきます。 

事業の売上の 68%を占めます金製品につきましては、前期比で 19.2%、277 億円ほど売上が増加し

ましたが、おおむね価格の上昇がその要因となっております。 

数量面では、電子デバイス分野の減少を宝飾分野の増加で補い、わずかながら増加している状況で

ございます。 

銀製品につきましては、前期に比べ 2.6%、約 4 億円、売上は減少しており、価格上昇により

15.2%ほど売上を押し上げましたが、数量要因で 17.7%減少いたしましたので、わずかながら売上

が減少する結果となりました。 

白金族製品につきましては、数量減少、価格下落の両面で売上減少に繋がりまして、数量要因で

12.9%、価格要因で 17.3%、合わせて 30.2%、約 191 億円、売上が減少しております。 
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貴金属製品の数量減少による割合は品目別にばらつきが見られますが、品目ごとに金製品での宝飾

分野や白金族製品におきます触媒など、電子デバイス分野以外でそれぞれ補われたことによるもの

でございます。 

その他の売上になりますが、貴金属リサイクルに伴って発生いたします非鉄類の減少、また、産業

廃棄物処理受託の減少ならびに、こちらは商社機能として取り扱っております電子材料等商品の減

少が要因でございますが、こちらも電子デバイス分野の生産低下に影響されたものとなります。 

 

次に、食品関連事業になりますが、当事業の売上高は前期比 3%増加の 1,077 億円、営業利益では

前期比 30.4%増加の 23 億円となりました。 

当事業の外部環境面につきましては、新型コロナに伴う制限が解除方向に向かい、インバウンド需

要の拡大から業務用食品などでは需要回復の傾向は見られましたが、原材料価格の上昇などを背景

にした値上げなどが相次いだことなども影響しまして、個人消費には弱さが見られる状況でござい

ました。 

こういった状況ではありましたが、当事業では、ますます多様化します顧客ニーズに調達力を生か

して柔軟に対処できたことと、加えて原材料価格の高騰や円安に対し価格転嫁を進めたことなどが

増収増益の結果に繋がったと言えます。 

数量面では、需要が低迷した水産品を除いて販売量が増加し、市況の変化に価格転嫁も加わりまし

て価格面もおおむね上昇し、3%の売上増加となり、過去最高の売上高を更新しております。 
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コスト面につきましては、人件費や運送費・保管料などの増加で販管費が前期比で 5 億円ほど増加

いたしましたが、数量・価格の両面で売上総利益の増加に貢献し、営業利益では前期に比べ 5 億円

の増加になっております。 

 

食品関連事業の売上高を、品目別で補足させていただきます。 

水産品は、前期に比べ数量減少で 6.4%、価格下落で 1.1%、それぞれ減少し、合わせて 7.5%、31

億円減少となりました。水産品は全般的に需要が低迷し、数量・価格とも振るわないといった状況

でございました。 

次に畜産品は、数量増加で 3.1%、価格上昇で 8.7%、いずれも増加に寄与し、合わせて 11.8%の

49 億円、売上増加になっております。 

数量の増加は主に豚肉関連になりますが、価格面では鶏卵価格の上昇影響など、こういったものも

含まれて売上増加の要因になっております。 

農産品では、数量増加で 3.3%、価格要因で 10.1%、合わせまして 13.4%、16 億円、売上が増加し

ております。冷凍野菜・乾燥野菜ともに顧客ニーズにマッチした調達などが寄与した結果となって

おります。 
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続いて、前期との比較で、営業利益の増減要因の概要を補足させていただきます。 

貴金属関連事業の営業利益は前期比で 50 億円ほど減少いたしましたが、電子デバイス分野の生産

低下を受けた数量減少を要因といたしまして、おおよそ 47 億円、利益を引き下げる結果となって

おります。 

また、貴金属相場の影響では、金価格上昇などによりましておおよそ 9 億円が営業利益の増加に寄

与しておりますが、製ｚ造費や販管費増加の約 12 億円を含めまして、50 億円の減益という内容に

なっております。 

食品関連事業の営業利益につきましては、前期比で 6 億円ほど増加しましたが、数量要因でおおよ

そ 8 億円、価格要因でおおよそ 3 億円、利益をそれぞれ押し上げた結果、販管費は約 5 億円増加

しましたが、6 億円の営業利益の増加に繋がっております。 
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次に、2025 年 3 月期の連結業績見通しにつきましてご説明いたします。 

売上高は前期比 5.4%増加の 3,800 億円、営業利益は前期比 6.9%増加の 100 億円、経常利益につき

ましては前期比 4.3%増加の 110 億円。その結果、当期純利益では前期比 4.3%増加の 76 億円を見

通し、増収増益の予想となりました。 

増収増益の予想に大きく影響しておりますのは、貴金属関連事業の電子デバイス分野の生産回復と

いう外部環境になりますが、当然ながら外部環境の改善を確実に捉えると同時に、シェアの拡大、

新規獲得を図ってまいります。 
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セグメント別の業績見通しになります。 

貴金属関連事業では、貴金属リサイクルの取扱量や製商品の販売数量、産業廃棄物の処理受託を拡

大し、売上高は 6%増加の 2,680 億円、営業利益では 9.3%増加の 77 億円を予想しております。 

食品関連事業では、販売数量の拡大などで売上高は 4%増加の 1,120 億円を見通しておりますが、

販管費の増加なども含めまして、営業利益ではほぼ横ばいの予想をしております。 
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次に、見通しの前提につきまして、その概要をご説明いたします。 

現在、業績予想の前提をご覧いただいておりますが、まず貴金属関連事業におきましては、やはり

外部環境が注目点になりますが、当社では電子デバイス分野の生産回復についておおよそ秋口の下

期から緩やかに回復するものと想定しております。したがいまして、業績の予想も下期に向かって

回復するという見立てになっております。 

食品関連事業につきましては、外部環境面では国内の食品需要拡大に伴う数量面の拡大は基本的に

は見込めませんので、そういったところは見込まず、当社の強みを生かしたシェア拡大と新規獲得

によって販売量の増加を見込んでおります。 

また、販売価格につきましては、貴金属相場や食品原材料価格ともに将来想定には非常に不確実性

がございますので、ご覧のとおりのヒストリカルな情報に基づきまして想定をしております。 

次に設備投資でございますが、こちらはおおむね中期経営計画に沿った実行を想定しております

が、償却費は先ほどありましたとおり約 3 億円の増加を見込んでいるところでございます。 

また、サステナビリティ経営推進や IT 投資につきましては、前提に記載の施策などに取り組む計

画となっております。こちらはコストの増加が先行し、短期的に見れば営業利益を引き下げる内容

になるということでございますけども、やはり中長期を見据えまして引き続き積極的に実施してま

いりたいと考えております。 
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私からのご説明は以上になりまして、この後はご質問にお答えさせていただきたいと思っておりま

す。 

なお、参考資料といたしまして、北九州工場の現在の姿や、説明はございませんでしたが、環境負

荷低減型のサービスでございます PTP シートのマテリアルリサイクル、そういったものに関する

資料も付けております。 

また、上期・下期別の業績見通しや貴金属相場の推移もございますので、ぜひご参照いただければ

と考えています。 

以上で私からのご説明は終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。  
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質疑応答 

 

田中 [M]：それでは、最初の質問を読み上げさせていただきます。 

質問者 [Q]：まずは、PBR が 1 倍割れの状況だが、どのように改善していくのか、というご質問

をいただいております。 

田中 [A]：こちらにつきまして、まず私からご回答させていただきます。 

ご質問のとおり、確かに当社では PBR が 1 倍を割れている状況ということは当然認識していると

ころでございます。これにつきましては昨年の 11 月の説明会でもご説明を一部させていただいて

おりますが、一つには資本効率の向上ということで、ROE といった資本収益性をより高めていく

ことを施策として考えているところでございます。 

加えまして、株主還元の充実といったことも含めた資本政策を的確に実行していくことも、施策と

して掲げているところでございます。 

また、当社の持続可能な成長性をしっかりご理解いただくのための対話強化も含めた IR 機能の強

化、これら 3 点を施策に掲げまして、PBR の改善に努めてまいりたいと考えているところでござ

います。以上、回答を申し上げました。 

松田 [A]：配当と自社株買いも PBR については影響してくると思いますけれども、短期的には配

当金をどうするか、また長期的には自社株買いはどのように行っていくか、資本効率も考えなが

ら、今後十分その辺は考慮してやっていきたいと思っております。以上でございます。 

田中 [M]：次の質問に移らせていただきます。 

質問者 [Q]：今後、半導体業界の回復が想定されているが、当社の想定と業績への影響時期やその

規模感を教えてほしい、というご質問でございます。 

田中 [A]：先ほどの 2025 年 3 月期の見通しの前提の中でも少しお話しさせていただいたとおり、

やはり貴金属関連事業の外部環境、これは半導体に電子部品等も加わって電子デバイス分野と当社

は言ってございますが、そういったところの生産低下局面から、この 25 年 3 月期においては生産

が低下から回復基調になることを見込んでいるところでございます。 
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その時期につきましては、先ほどもご説明のとおり秋口、下期からの回復という内容を見込んでい

るところでございまして、回復の規模につきましても、なかなか不確実なところございますが、緩

やかな回復という見立てをしているところでございます。 

 

そういった結果、見通した結果が、先ほどの Appendix、参考資料に上期・下期別の業績の予想、

見通しを付けさせていただいております。その中の貴金属関連事業の営業利益をご覧いただくと、

時期や規模感を見て取れるかと思いますので、ぜひご覧いただければと考えております。以上、ご

回答申し上げました。 

松田 [A]：電子部品業界につきましては、コロナの状況下で、こういうことを言っていいかどうか

わかりませんけれども、モバイル関係ですとか OA 機器などが動いたのかと思っております。その

需要が一段落しまして、その後エレクトロニクス関係につきましては活況を呈していないという

か、底の部分があったと思いますが、われわれとしては 23 年度は底であり 24 年度になってから

少しずつ回復しているのかと、また今後 AI 等の普及でかなりの需要が見込まれてくるのではない

かと思っております。以上です。 

田中 [M]：以上、ご回答を申し上げました。続きまして、次の質問に移らせていただきます。 

質問者 [Q]：北九州工場の今期以降の業績寄与について、どのような計画ですか、というご質問い

ただいております。 
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田中 [A]：まず私からお答えさせていただきますと、既に稼働を開始しております北九州工場でご

ざいますが、第 1 ステップとしてロジスティックス機能からスタートしてございます。したがいま

して、短期的には業績の寄与は当然ございますが、インパクトとなるような業績の寄与にはならな

いということでございます。 

また、業績につきまして、基本的には電子デバイス分野のやはり生産回復と密接に関係してくると

考えておりますので、そういったところも注視しながら北九州工場の運営にあたっていきたいと考

えております。 

なお、この北九州工場につきましては、北九州という土地柄もございまして、やはり市場の今後の

動向、あるいは顧客ニーズ、そういったことを的確に捉えながら、柔軟かつ有効的な投資等も行っ

て、今後の事業成長に繋げていきたいと考えているところでございます。 

松田 [A]：北九州につきましては、今後の投資につきましては、かなり長期レンジでのスケジュー

ルになってくると思います。まずはやはりロジスティックスに関する体制を強化する。その後は、

選別ですとか分別といった 1 次処理を中心に行い、その後製錬等を行っていくと。そういったこと

で、やはり長期レンジでこれから投資を行っていきたいなと考えております。 

田中 [M]：以上、ご回答申し上げました。次のご質問に移らせていただきます。 
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質問者 [Q]：こちらも少し今の北九州工場にちょっとかぶりますが、27 ページの Appendix、参考

資料について、北九州工場において期待できるストーリーを改めて教えてください、という内容の

ご質問でございます。 

田中 [A]：これは先ほど私から今のストーリーに近いご回答を申し上げたので、少し重なるかもし

れませんがもう一度お答えいたしますと、やはり北九州につきましては、北九州というロケーショ

ン、あるいは九州全体の顧客、それに伴うニーズ、そういったことを的確に捉えていくことがスト

ーリーに繋がってくると考えておりますので、やはりそういったところに柔軟に対応する、そこで

ストーリーを組んでいく、というようなことで展開を考えていきたいと考えているところでござい

ます。 

松田 [A]：リサイクルの仕事というのは、大変大きな物量の中から少ない貴金属を抽出していくこ

とになりますので、やはり大規模な作業場で前処理を行い、なるべく貴金属の含有量を上げていく

作業が必要になります。そういった部分で、北九州につきましては、面積はわれわれの工場生産部

門としてかなり大きいものがありますので、順次、前処理設備を強化する。それから、それに準ず

る後工程を強化していくと、そういったことを考えていくつもりです。 

たまたま北九州につきましては新しいお客様等の進出が目白押しになっておりますので、そうした

お客様へのサービスも十分期待していけるんじゃないかなと思っております。 

田中 [M]：以上、ご回答を申し上げました。次の質問に移らせていただきます。 

質問者 [Q]：海外ビジネスの収益費用について現状と今後についての、大まかでも結構ですが、売

上・利益の比率は開示いただけますか、ということでございます。 

田中 [A]：当社におきましては、海外と国内という区分での売上・利益の比率は現在のところ開示

してございませんので、恐縮ですが控えさせていただきたいと考えております。 

松田産業グループ全体の売上高に占める海外売上高につきましては、24 年 3 月期、直前期につき

ましては約 9%の売上高となっております。 

また、海外ビジネスの収益費用、現状と今後ということですが、これは貴金属関連事業、食品関連

事業ともに、海外はやはり調達面でも販売面でも非常に大きな市場と認識しておりますので、国内

同様、海外への展開も積極的に図ってまいりたいと考えている次第でございます。 

松田 [A]：やはり海外ビジネスつきましては、日系企業に加えまして外資系のお客様の取込みがこ

れから重要になってくると思います。それに対するインフラといいましょうか、体制も十分整って

きていると思いますので、期待していきたいと思っております。 
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質問者 [Q]：PBR1 倍超えに向けては、食品部門の企業価値、バリエーションを向上するアプロー

チ、もしくは食品部門を切り離すというアプローチもあると思います。どのように食品部門を見て

いらっしゃいますか、というご質問でございます。 

田中 [A]：まず私からご回答を申し上げますと、まず食品部門を切り離すアプローチは今、現段

階、当然ながら当社としては考えておりません。食品部門の企業価値、バリエーションでございま

すが、これは商社部門でございます食品関連事業におきましては、ベンチマークとしても商社部門

では比較的、利益率等も獲得している会社だとは自負しているところでございます。 

さりながら、資本効率の向上といった点で、やっぱり利益率の改善といったことを継続的に進めて

いくことで、結果として企業価値を高めていくというようなことをアプローチとして考えている次

第でございます。 

松田 [A]：よく食品部門と貴金属関連部門は分野が違うということも言われますが、当社におきま

しては古くから協業ということでやっておりますので、特に管理部門等の固定費の負担等につきま

しては非常に有利なものもあると思っておりますし、特に海外事業におきましては、情報の共有化

等、非常に有利な状況が続いていると思います。今後もこの二つの部分の相乗効果というものは続

けていきたいと思っております。 

田中 [M]： 

皆様、ご質問をお寄せいただきまして、誠にありがとうございました。質問が以上でございますの

で、少し早めですが、これをもちまして質疑応答を終了させていただきます。 

松田 [M]：本日は多くの皆様にお集まりいただき、誠にありがとうございました。今後もより一層

の努力を重ね、企業価値の向上に向けてまいりたいと思います。引き続き、ご支援とご協力を賜り

ますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうございました。 

司会 [M]：それでは、以上で松田産業株式会社、2024 年 3 月期通期決算説明会を終了させていた

だきます。本日はご参加いただきまして、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す  
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